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２Ｃ１７ 
ポポスストトココロロナナででのの産産学学連連携携のの変変容容  

－－  アアママゾゾンンにに倣倣ううスステテーーククホホルルダダーー資資本本主主義義 

〇渡辺 千仭 (ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞユヴァスキュラ大学)，藤 祐司 (東京工業大学) 

1. 序序 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ググロローーババルル危危機機をを梃梃にに躍躍進進すするるﾋﾋﾞ゙ｼｼﾞ゙ﾈﾈｽｽﾓﾓﾃﾃﾞ゙ﾙﾙ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 1. R&D トトッッププ 20社社 (2018).                      図図 2.米米R&D ﾄﾄｯｯﾌﾌﾟ゚ 10社社のの株株価価 (2019.9.23-2020.9.1). 

資料：UNCTAD (2019) [10].                                        資料: Bloomberg (2020) [3]. 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済の進展は、成長やｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの概念を変容させ、それ
と軌を一にして R&D の概念も変容している [7], [13-16]。 

このような中で、その尖兵として、盤石な技術・経営・財務のｵｰｹｽ
ﾄﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑを構築し、外部ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ資源を吸収同化しつつ世
界ﾄｯﾌﾟの R&D 企業に躍進したｱﾏｿﾞﾝは、｢ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ危機を梃にさら
なる躍進を遂げるﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ｣ [6] を実践し、予期せぬ COVID-19

を「ﾍﾙｽｹｱﾋﾞｼﾞﾈｽ雄飛への天祐」[2]として、「革新的先端複合ｸﾗｳﾄﾞ
ｲﾝﾌﾗｻｰﾋﾞｽ」AWS (Amazon Web Services) を駆使して、先駆的な産
学連携に邁進している。 
大量・高速な計算医療科学課題の解決には AWS が不可欠であ

り、同時に未踏課題への先駆的学習の蓄積は成長性・拡張性を有
する AWS の革新にも必須であり、ここに産学双方の共進的内生化
(相互の比較優位を取り込んでともに成長する好循環) [11] が実現し、ﾐｯｼｮﾝｸﾘ
ﾃｨｶﾙな課題への挑戦は、平時の制約を超えた構造障壁のﾌﾞﾚｰｸｽ
ﾙｰを可能にする。 

かくして、産学政・顧客・従業員すべてのｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰがｱﾏｿﾞﾝのｲ
ﾆｼｱﾃｨﾌﾞに賭けることになり、その主導するｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ資本主義 

[4] が期待され [12] 、産学連携に新たな燭光を与える。 
本稿は、ｱﾏｿﾞﾝの COVID-19 R&D ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞに即して、これを

実証する。 

 

ｱﾏｿﾞﾝは、「顧客中心の R&D 企業」を基本に、ｽﾊﾟｲﾗﾙに拡大する
一連のﾁｪｰﾝﾋﾞｼﾞﾈｽから派生するﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀをﾌﾙに活用して、ﾕｰｻﾞ
ｰ主導のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを促進することにより、外部ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ資源を吸
収同化しつつ、自己増殖的に R&D の拡大を続け、図図 1 に示すよう
に、世界ﾄｯﾌﾟの R&D 企業に躍進した [8, 9]。 
そこには、取り組みの方向や、ﾍﾟｰｽ・ﾃﾝﾎﾟ、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙを自己ｱｾ
ｽ・内省する機能が体化されている [8]。 
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表表 2 ココロロナナシショョッックク奇奇貨貨時時価価総総額額増増加加トトッッププﾟ゚ 20 社社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2020.01.01 - 06.17 の間の時価総額の増加額. 

資料: Financial Times, Prospering in the Pandemic: The Top 100 Companies (2020.06.19) [5].  

表表１１ 米米国国 R&D ﾄﾄｯｯﾌﾌﾟ゚ 10 社社ののココロロナナシショョッッククののイインンパパククトトとと復復興興力力

図図 2 は米国 R&D ﾄｯﾌﾟ 10 社の 2019 年 9 月 23 日
から 2020 年 9 月 1 日までの間の株価の推移を示し
たものである。表表 1 はこれをもとに、10 社のｺﾛﾅｼｮｯｸ
のｲﾝﾊﾟｸﾄと回復状況を比較したものである。 

これを見ると、COVID-19 による 2020年 2月末頃に
始まった世界的な株価大暴落 「ｺﾛﾅｼｮｯｸ」 (2020 
stock market crash) にあって、R&D 世界ﾄｯﾌﾟを誇る
ｱﾏｿﾞﾝは、R&D ﾄｯﾌﾟﾘｰﾀﾞｰの中でも、株価低下を最 

短・最少に抑制し、ｱｯ
ﾌﾟﾙと並んで、最も俊
敏・強靭な復興力を顕
示していることが伺わ
れる。 
これは、その取り組み
の方向や、ﾍﾟｰｽ・ﾃﾝ
ﾎﾟ、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙを自己
ｱｾｽ・内省する機能を
働かせつつ時代環境
に即した社会的ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ
に応える顧客中心の
R&D に邁進するﾋﾞｼﾞﾈ
ｽﾓﾃﾞﾙに負う。 
その結果、表表 2 に示す
ように、ｺﾛﾅｼｮｯｸを奇
貨として世界で最も時
価総額を増加させると
ころとなり、「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
危機を梃にさらなる躍
進を遂げるﾋﾞﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞ
ﾙ」[6] と評価されるとこ
ろとなった。 
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3. 投投資資家家余余剰剰にによよるる R&D 誘誘発発ととのの好好循循環環 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 3．．GAFA のの投投資資家家余余剰剰ととそそのの R&D 誘誘発発弾弾性性値値. 
資料： Watanabe et al. (2020) [12]. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 4．．GAFA のの R&D のの株株価価弾弾性性値値及及びび株株価価のの 

投投資資家家余余剰剰弾弾性性値値 (2005-2018).  

以上の、アマゾンの、他に類を見ぬ、予期せぬショック
のインパクトを最少に抑え、俊敏強靭に復興して、グロ
ーバル危機を梃にさらなる躍進を遂げるビジネスモデ
ルは、投資家余剰による R&D 誘発との好循環のシス
テムに依拠する。 
図図 3 にに示示すすよよううにに、、アマゾンは、GAFA の中でも投資
家が企業に抱く主観的期待値を示す「投資家余剰」が
圧倒的に高く、またその R&D 誘発率 (投資家余剰の
R&D弾性値) も最も高い (Watanabe et al., 2020) [12]。  

図図 5. R&D, 株株価価上上昇昇、、投投資資家家余余剰剰増増大大のの好好循循環環
ササイイククルル. 

 

（注）投資家余剰 

時価総額 (MC)は発行株数 (N)、１株当たり純利益（EPS）、株価収益
率  (PER) の積で表される。アマゾンのべゾス最高経営責任者
（CEO）は「研究開発主導の顧客第一企業」を社是とし純利益より１株
当たりフリーキャッシュフロー（FCF)の増大を重視する。これに即せ
ば、時価総額は発行株数、FCF/N、株価 FCF/N率 ( Sp/(FCF/N) )の積
となる。 
発行株数と FCF/N は、客観的な企業利益に符合する生産者余剰 

(P) に相当する。一方、株価 FCF/N 率は投資家が企業に抱く主観的
期待値を示す「投資家余剰」 (I) といえる。 
アマゾンはＧＡＦＡの中でも投資家余剰が高く、15～18 年平均で
41％。フェイスブックとグーグルは 30％前後、アップルは 12％。高い
投資家余剰とその研究開発投資誘発率の高さ (アップルの 2 倍の
0.62) が高研究開発投資につながっている (Watanabe et al., 2020)。 

さらに、図図 4 に示すように、R&D の株価弾性値及び
株価の投資家余剰弾性値も最も高く、世界に冠たる
R&D は、株価の上昇を支え、株価の上昇は、広範な投
資家の期待を糾合して、R&D を顕著に誘発し、それは
図図 5 示示すすよよううににまた株価を上昇させる好循環を生む。 
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4. 戦戦略略的的産産学学連連携携のの展展開開 

(1) COVID-19 対対策策技技術術開開発発ﾌﾌﾟ゚ﾛﾛｸｸﾞ゙ﾗﾗﾑﾑのの総総合合展展開開 

 

 

 

 

 

 

 

表表 3 アアママゾゾンンのの対対 COVID-19 技技術術開開発発ﾌﾌﾟ゚ﾛﾛｸｸﾞ゙ﾗﾗﾑﾑ 
3月 20日 

COVID-19 解明・検知 R&D 加速 「AWS診断ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ」 開始 

3月 25日 

WHO の COVID-19研究を加速支援 

3月 26日 

ﾎﾜｲﾄﾊｳｽ CPVID-19 ﾊｲﾊﾟｰﾌｫｰﾏﾝｽ・ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ・ｺﾝｿｰｼｱﾑ支援  
3月 28日 

ﾎﾞｽﾄﾝ小児病院 COVID-19 追跡ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ COVID Near You支援 

4月 3日 

ﾎﾜｲﾄﾊｳｽ科学技術政策局等の TechHealthDirectory.com 支援 

4月 18日 

ｲﾝﾍﾟﾘｱﾙｶﾚｯｼﾞの COVID-19研究加速を支援 (ﾘｱﾙﾀｲﾑﾃﾞｰﾀ・ﾓﾃﾞﾙ) 
4月 23日 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ大学の COVID-19血漿研究ために 250 万ﾄﾞﾙを助成 

5月 2日 

最先端人工知能ｿﾌﾄｳｴｱｰﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ C3.ai とｸﾗｳﾄﾞｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ協力 

5月 16日 

ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ﾊﾞｶｰﾙ計算健康科学研究所ｹﾞﾉﾑ配列ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ支援 

5月 17日 

ﾐｼｶﾞﾝ州立大学と回復期血漿研究Web ｻｲﾄを共同開発 

6月 8日 

COVID Atlas強化 -ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾃﾞｰﾀｰｾｯﾄを研究ｺﾐｭﾆﾃｨに提供 

7月 12日 

豪州で COVID-19 ﾃｽﾄ結果通知ｼｽﾃﾑ開発を支援 

8月 28日 

NIH COVID-19 ﾃﾞｰﾀ強化共同研究 

資料：Amazon's COVID-19 blog (2020) [1]. 

(2) AWS のの戦戦略略的的活活用用 

以上のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの展開に当たっては表表 4に示す AWS 

（Amazon Web Services） を優先的戦略的に活用（Bezos, 2020）。 

表表 4 AWS のの革革新新的的先先端端複複合合機機能能 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5. 産産学学連連携携へへのの示示唆唆－－ｽｽﾃﾃｰーｸｸﾎﾎﾙﾙﾀﾀﾞ゙ｰー資資本本主主義義 

このような R&D, 株価上昇、投資余剰増大の好循環ｻ
ｲｸﾙ基盤をもとに、株価上昇と軌を一にして、ｱﾏｿﾞﾝは、
従業員・顧客・ｺﾐｭﾆﾃｨの満足充足に邁進。世界的なｺﾛ
ﾅ禍の深刻化 (1/21 米国で感染者確認、2 月末－3 月下旬世界
的ｺﾛﾅｼｮｯｸ、3/26 米国感染者数世界最大) を直視して緊急総
合対策を展開。中でも、未踏の ﾐｯｼｮﾝｸﾘﾃｨｶﾙな課題
に対する技術開発によるﾌﾞﾚｰｸｽﾙｰの緊要性に鑑み
て、表表 3 に示す技術開発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを傾斜的に展開。

ｱﾏｿﾞﾝは、この成長性・拡張性に秀でた「革新的先端複
合ｸﾗｳﾄﾞｲﾝﾌﾗｻｰﾋﾞｽ」を事業の中核に据えて未踏革新
的な課題への挑戦的適用を通じて、さらなる成長・拡張
を図り、ﾍﾙｽｹｱﾋﾞｼﾞﾈｽを始めとする今後の新事業開拓 

の中核ツールとすることを企図 (Bezos, 2020) [2]。

(3) AWS 診診断断イイニニシシアアテティィブブ AWS DDI 

予期せぬ COVID-19 は、ﾍﾙｽｹｱﾋﾞｼﾞﾈｽへの雄飛を図
るｱﾏｿﾞﾝにとって、「天祐」ともいうべき事態  (Bezos, 

2020)であり、ｺﾛﾅｼｮｯｸを経験し、その脱却 (3月16日) を
見た直後の 3 月 20 日に、政府・企業・学界・個人の一
体的取り組みによってのみ解決される世界的な健康緊
急事態との認識のもと、対 COVID-19 技術開発ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑの嚆矢として、「AWS 検知・診断ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ」 (AWS 

Diagnostic Development Initiative: AWS DDI) をｽﾀｰﾄ。 
1) 目目標標: COVID-19 の迅速かつ正確な患者検知・検

診の革新を支援し、将来の発生を軽減する診断ｿﾘ
ｭｰｼｮﾝの研究・革新・開発の加速。順次他の感染
症への発展的適用も期待 

2) 必必要要性性：①正確な検診はﾊﾟﾝﾃﾞﾐｯｸ対応戦略の要、
②ﾜｸﾁﾝが優先され、診断研究は歴史的に資金不
足、③同研究には大規模なﾃﾞｰﾀｾｯﾄを処理して分
析しすばやく繰り返すことができる信頼性が高く拡
張性に秀でた高速ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ能力が必要。 

3) 予予算算: 2020年 2,000万ドル (2021年以降も事態の世
界的状況を見て、迅速に対応) 

4) 支支援援内内容容: ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ・ｽﾄﾚｰｼﾞ・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ・機
械学習・AI・解析・ｺﾝﾃﾅ・ﾛﾎﾞｯﾄ工学・量子ｻｰﾋﾞｽ
等の AWS ｻｰﾋﾞｽを利用できる AWS ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝｸﾚ
ｯﾃﾞｨｯﾄの供与・技術指導。 

5) 技技術術諮諮問問ｸｸﾞ゙ﾙﾙｰーﾌﾌﾟ゚： 感染症診断分野の主要科学
者、世界的医療政策専門家、思索ﾘｰﾀﾞｰで構成。
採択ｺﾝｿｰｼｱﾑﾒﾝﾊﾞｰへの助言。研究成果の共有
方法革新。外部研究者との効果的対話促進。 

6) ププロロジジェェククトト期期間間：指定なし 

7) 対対象象ココンンソソーーシシアアムム：世界中 

8) 実実施施状状況況：3 月 20 日に世界中に公募され、6 月 30

日に締め切られてただちに 35 機関が選定。 
(4) カカリリフフォォルルニニアア大大学学計計算算健健康康科科学学研研究究所所とと

のの戦戦略略的的産産学学連連携携－－AWS-UCSF Collaboration 

ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ分校 (UCSF) ﾊﾞｶｰﾙ計算健
康科学研究所 (Bakar Computational Health Sciences Institute: 

BCHSI) は、AWS の支援の下、時系列のﾌﾟﾛｯﾄとﾏｯﾌﾟ
を使用して米国の郡ﾚﾍﾞﾙでの毎日の疾患傾向を表す
ｲﾝﾀｰﾗｸﾃｨﾌﾞな Web ｱｯﾌﾟﾘ CovidCounties.org を開発
し、5 月 2日に発表して、NIH を始め広く注目。 
ｱﾏｿﾞﾝも注目して、5 月 16 日に、同研究所の遺遺伝伝子子編
集技技術術をを使使っったた COVID-19 感染追跡研究ﾁｰﾑに
AWS DDI による支援を決定。 
同研究ﾁｰﾑは、AWS によって可能になった先端ｸﾗｳﾄﾞ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞを活用して、ｶﾘﾌｫﾙﾆｱの SARS-CoV-2株
のｹﾞﾉﾑ調査を実施して、ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｾｽｸﾙｰｽﾞの感染者
の SARS-CoV-2の株が、ﾜｼﾝﾄﾝ州で蔓延しているWA1

株に感染していることを明らかにし、ﾃﾞｰﾀと計算が、未
踏のCOVID-19 解明、感染実態掌握に不可欠であり、
AWSが時間との競争のﾐｯｼｮﾝｸﾘﾃｨｶﾙな COVID-19研
究に不可欠であることを実証。 
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5. 産産学学連連携携へへのの示示唆唆 – ｽｽﾃﾃｰーｸｸﾎﾎﾙﾙﾀﾀﾞ゙ｰー資資本本主主義義 

(1)大大学学組組織織ととししててのの計計算算健健康康科科学学研研究究所所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 6. UCSF-BCHSIのの計計算算健健康康科科学学研研究究. 

 

図図 6．．UCSF-BCHSI のの計計算算健健康康科科学学研研究究. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

  

ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ﾊﾞｶｰﾙ計算健康科学研究所 (UCSF-

BCHSI) は、図図 6 に示すように、先端ｹﾞﾉﾑ編集技術と
計算科学との融合を通じて、予測的・予防的ｹﾙｽｹｱ
の実践・確立を狙いとする、大学ならではの基礎的・
長期的で公共性や教育性の高い研究に邁進。 

図図 8．．COVID-19 をを奇奇貨貨ととすするる産産学学連連携携のの新新展展開開. 

(4) スステテーーククホホルルダダーー資資本本主主義義 

かくして、全てのｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰがｱﾏｿﾞﾝの COVID-19 ｲ
ﾆｼｱﾃｨﾌﾞに賭けて、R&D を誘発して、産学連携の新
展開を期待。ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ資本主義を率先。 

図図 9．．アアママゾゾンンののスステテーーククホホルルダダーー資資本本主主義義. 

学生・研修生・研究者・医師・ｽﾀｯﾌ等多数
の研究人材を擁し、膨大なﾃﾞｰﾀ・多様なｹｰ
ｽ情報や未踏分野の学習を蓄積し、それ自
体が重要な教育・研究資源。 
AWS等による高度高速計算ｲﾝﾌﾗを渇望。 
COVID-19 等未踏課題への挑戦は研究・教
育上重要。 
(2) 共共進進的的内内生生化化 

大量・高速な計算医療科学課題の解決には
AWS が不可欠であり、同時に未踏課題への
先駆的学習の蓄積は成長性・拡張性を有す 

る AWS の革新にも必須であり、ここに図図 7 に示す産
学双方の共進的内生化 (相互の比較優位を取り込んで
ともに成長する好循環) [11] が結実 (ｱﾏｿﾞﾝは自ら小規模
ﾗﾎﾞを運用しているような効能) し、産学連携が成立。こ
れは、ｱﾏｿﾞﾝのﾍﾙｽｹｱﾋﾞｼﾞﾈｽ雄飛にも貢献。 
ﾐｯｼｮﾝｸﾘﾃｨｶﾙな課題への挑戦は、平時の制約を

超えた構造障壁のﾌﾞﾚｰｸｽﾙｰを可能にし、迅速果敢
な協力を促進。 
 
 
 
  
 
 
図図 7. ｱｱﾏﾏｿｿﾞ゙ﾝﾝ-UCSF産産学学連連携携にによよるる共共進進的的内内生生化化. 

増大した R&D は、上記事
業を加速・拡大し、経済を
再生し、株価のさらなる上
昇を進め、図図 7に示す好循
環を形成。 

AWS 診断ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ AWS 

DDI のような先端共同研究
は、産学連携を触発し、増
大したR&Dは、これを加速・
高度化。 

ﾐｯｼｮﾝｸﾘﾃｨｶﾙな課題へ
の挑戦は、この多層的な好
循環ｻｲｸﾙの形成を加速。 

(3) 好好循循環環 

COVID-19は、e-commerce拡大、ｺﾝﾀｸﾄﾚｽﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰの
進展、遠隔学習・遠隔医療・ﾃﾚﾜｰｸの加速・増大、ｸﾗｳ
ﾄﾞ事業拡大等を通じて、ｱﾏｿﾞﾝの株価を上昇 (図 2、
表 1，2)。株価の上昇は、投資家余剰を拡大し、R&D

を誘発 (図 4, 5)。

― 486―



6. 結結  論論 

 

  
 

 

 

 

 
 
 
 
 

ｱﾏｿﾞﾝは、「顧客中心の R&D 企業」 を基本に、自らの
取り組み自体をたたゆゆままぬぬ実実験験と自覚して、ｽﾊﾟｲﾗﾙに拡大
する一連のﾁｪｰﾝﾋﾞｼﾞﾈｽから派生するﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀをﾌﾙに
活用して、ﾕｰｻﾞｰ参加のｱｰｷﾃｸﾁｬを創り上げて、ﾕｰｻﾞｰ
主導のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを促進することにより、外部ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
資源を吸収同化しつつ、自己増殖的に R&D の拡大を
続け、世界ﾄｯﾌﾟの R&D 企業に躍進。 
このような卓越した技術経営ｼｽﾃﾑは、絶妙なｷｬｯｼｭｺﾝ
ﾊﾞｰｼｮﾝｻｲｸﾙ主導のﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ管理を中心とした高
度な資金調達ｼｽﾃﾑと融合させて、盤石な技技術術・・経経営営・・財財
務務ののｵｵｰーｹｹｽｽﾄﾄﾚﾚｰーｼｼｮｮﾝﾝｼｼｽｽﾃﾃﾑﾑを構築し、積極果敢な R&D 投
資の持続的拡大を可能化。 
このｵｰｹｽﾄﾚｰｼｮﾝは、時代を見据えた社会的ﾃﾞﾏﾝﾄﾞを
洞察して、それを他に先駆けてﾀｲﾑﾘｰに提供することによ
って 「ｸｸﾞ゙ﾛﾛｰーﾊﾊﾞ゙ﾙﾙ危危機機をを梃梃にに躍躍進進すするるﾋﾋﾞ゙ｼｼﾞ゙ﾈﾈｽｽﾓﾓﾃﾃﾞ゙ﾙﾙ」 を創り
上げて、ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ全体がｱﾏｿﾞﾝの将来に賭けるｽｽﾃﾃｰーｸｸ
ﾎﾎﾙﾙﾀﾀﾞ゙ｰー資資本本主主義義をを主主導導。 
予期せぬ COVID-19 を 「ﾍﾙｽｹｱﾋﾞｼﾞﾈｽ雄飛への天
祐」 として、成長性・拡張性に秀でた 「革新的先端複合
ｸﾗｳﾄﾞｲﾝﾌﾗｻｰﾋﾞｽ」 AWS を駆使して、AWS 診断ｲﾆｼｱﾃ
ｨﾌﾞを立ち上げて、先駆的な産学連携に邁進。 
ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ﾊﾞｶｰﾙ計算健康科学研究所の先端ｹﾞﾉﾑ
編集技術と計算科学との融合研究に注目して、間髪を置
かず AWSの供与を軸とした産学連携を展開。 
大量・高速な計算医療科学課題の解決には AWS が不
可欠であり、同時に未踏課題への先駆的学習の蓄積は
成長性・拡張性を有するAWS の革新にも必須であり、産産
学学双双方方のの共共進進的的内内生生化化が結実し、ﾐｯｼｮﾝｸﾘﾃｨｶﾙな課題
に応える、平時の制約を超えた構造障壁のﾌﾞﾚｰｸｽﾙｰを
可能にする産学連携が成立。AWS によって大学研究も
加速・高度化、ｱﾏｿﾞﾝも 「ﾐﾆ実験」 を遂行。 
危機強靭性に優れたﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙは、COVID-19 を通じ
て、株価を上昇し、投資家余剰を拡大し、R&D を誘発。
増大した R&Dは株価を高めて好循環を形成。 
先端共同研究 AWS 診断ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞは、産学連携を触
発し増大したR&Dはこれを加速・高度化。ﾐｯｼｮﾝｸﾘﾃｨｶﾙ
な課題への挑戦は多多層層的的なな好好循循環環ｻｻｲｲｸｸﾙﾙのの形形成成を加速。
かくして産学政・顧客・従業員すべてのｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰがｱ
ﾏｿﾞﾝのｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞに賭けることになり、その主導するｽﾃｰｸ
ﾎﾙﾀﾞｰ資本主義が期待。産学連携に新たな燭光。 
産の卓越した技術・経営・財務のｵｰｹｽﾄﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑに
裏打ちされた投資家余剰が R&D を誘発するｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞ
ｰ資本主義、危機を梃に躍進するﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ、学の卓越
した研究基盤と一連の蓄積を下敷きとした成長性・拡張
性を有する AWSを核とした共進的内生化が成功の鍵。 
展開に応じた実証的追証が今後の課題。 
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